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1 背景・課題

２ 目標

３ 概要

１オンデマンド人工種苗供給体系の構築によるブリ養殖生産の効率化

養殖ブリの輸出を促進するために、①人工種苗を安定的に、必要な時期に大量に生産
し供給する技術、②一酸化炭素(CO)処理に代わる冷凍流通中の変色防止技術の構築が
必要である。

生産現場が求める時期に最適サイズのブリ人工種苗を供給するために①通年採卵
のための親魚養成マニュアルの作成、②オンデマンド型ブリ人工種苗35万尾安定
供給システムの構築、および③人工種苗を用いた養殖実証試験と鹿児島県内への
経済波及効果分析を行う。高品質冷凍技術流通体系の開発では、CO処理に代わる
冷凍保存中の褐変抑制法として高濃度にATPを維持する必要があり、①水揚げ時
のストレス軽減技術と②高速魚体処理、③水揚げから冷凍加工流通・消費まで一
貫した管理技術体系を実証構築し、技術を普及する。

２諸外国の法規制に対応した高品質冷凍ブリ商品輸出を可能とする加工流通技術体系の構築

（１）水揚げ時のストレス軽減技術開発 （
２
）

（２）高速魚体処理機の開発
（処理能力 1500尾/時）

（３）高ATP含有フィレでは冷凍保存
中の魚肉の変色は抑制され、肉質も
良好


